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第１グループ 第２グループ 第３グループ 

・若手からシニアまでの人材発掘・吸着を 

しっかりやれば、もっとイキイキと活動がで

きるグループ・団体が増えるのに…。 

・もっと人材が多ければ、多くのサポートがで

きる 

●人材の流動化が増えれば、人材のステップア

ップが進むのに 

・そのための対策は？ 

 

 

 

 

 

◆人材の導入・活用の入り口◆ 

●新規人材のリクルート（勧誘）手法を 

・市民活動の入り口がもっと多様になれば…参

加できる人が増えるのに。 

・仕組みが分かり易かったら、もっとたくさん

の人が加われるのに… 

 

 

 

●人材の導入 

・《負》のスパイラルにあるのでは？ 

 

・情報発信をすることで人材に出会える 

 

◆人材登録・ネットワークのしくみ◆ 

●地域人材のデータベース化 

・知識・技術・技能のネットワーク 

（データベース） 

・技術者がいれば、質の高い事業ができる 

・専門家がいれば、意思決定がしやすい 

・人材登録（個人情報管理が大事）ができるこ

と 

・地道な口コミしかないのかなぁ 

→情報ネットワーク（人材ＳＮＳ）があれば、

直接コミュニケーションがとれる 

（「ひょコム」のような） 

◆人材のコーディネート◆ 

●シニアの導入サポートができれば 

・退職世代の参加が増えると、社会が活性化す

る 

・定年デビューの成功例は少ない。助走をいか

にしたかを議論したい 

●若者の導入サポートができれば 

・若年層（20～30 才代）のメンバーが多いとバ

ラエティ性が向上する 

◆人材のコーディネート◆ 

 

・個々の人（団体）をつないでくれるシステム

があれば 

 

 

●大学との連携（インターンシップ） 

・社会の評価の対象システムがあれば 

(単位レベルではなく、資格レベルで) 

 

◆人材のコーディネート◆ 

●ボランティアセンター・人材センター 

・社協ボラセン登録者と団体のマッチングがで

きれば 

・シルバー人材センターは？専門技能や知識を

持つ人がいる？ 

●学生のインターンシップ制度 

・ＮＰＯは学生のインターンシップ先になりそ

う 

・民間企業しか考えていなかったが、ＮＰＯへ

のインターンシップに単位をつけることはい

いと思う 

◆人材の育成サポート◆ 

・マイナスの人材さえいなければ…ブレーキは

力の割に効く 

・時間とエネルギーの使い方が上手だったら、

もっとうまく活動展開できるのに…。 

◆人材の育成サポート◆ 

・段階を追って育てれば確保できるかも… 

・育てる《力》があれば 

 

 

 

 

 

人
材 

◆人材の雇用◆ 

●就業先になる組織 

・市民活動、もっと仕事として成立するように

なれば、もっと若い人が参加できて活発にな

るのでは… 

 
◆人材の雇用◆ 

・資金が十分ならスタッフを雇える 

・企業の人的コストを、ＮＰＯを活用して 

軽減することもできるのでは？ 

情
報 ◆市民活動の情報開示◆ 

・市民活動の見える化が進めば、もっと 

かかわる人が増えるのに。 

・市民活動の感動が伝わったら、もっと 

たくさんの人に広まるのでは… 

・市民活動、多様な参加のメニューがわかりや

すく伝われば、もっと参加しやすくなるのに。 

●市民活動、もっと楽しくできるようになれば、

関わる人が増えるのでは。 

◆学習の場や機会の提供◆ 

・社会を動かす時代のキーだという認識が高ま

れば広まるのでは… 

・非ネット組みうんぬんよりも、ネット助長を

考えて欲しい 

◆市民活動の情報開示◆ 

・活動を積極的にする事で情報を発信する 

・発信すれば活動を知ってもらえる 

（広がる）のに 

・公開すればもっと信頼されるのに 

●情報そのものの信用担保は？ 

・情報の信頼度については世代差がある 

・情報の信頼度は自分で判断する 

●信頼により集まる物は？ 

→【人】【金】【信頼】 

●権利 ⇄ 情報開示 ⇄ 義務 

例)助成金申請では情報開示が義務になり、資金

を使うという権利が発生する 

◆市民活動の情報開示◆ 

●広報が十分だったら、市民の理解と参加が進

む 

 

 

 

 

 

 

◆学習の機会や場の提供 

・市民も、企業も、行政も、政治家も賢くなる

（レベルアップ） 

・本気で意見をぶつけあう場（地域、行政） 
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◆交流・接点づくり◆ 

・もっと構築できたら、多くの市民・Gｒ・団体

が集い合う機会も増え、もっと色んな協働の

可能性が膨らみ活性化するのに 

◆ネットワークづくり◆ 

・ネットワークを作る事でより多くの情報が得

られる 

 

 

 

◆ネットワーキング◆ 

・ネットワークが大きくなると、情報量と活動

の中身が濃くなる 

・同分野の活動グループが複数あれば、連携し

やすくなる。 

 

・もっと上手につながれば、より活動が多角的

に 

 

 

 

 

 

◆行政とのネットワーク◆ 

・行政と市民団体の役割分担が共有できれば、

大きなパワーになる。 

・お役所がじゃまさえしなかったら十分です。 

 ◆行政のしくみ◆ 

●自治体の情報公開 

・市役所のＨＰでライフラインの補修計画、実

施を公表 

●事業の計画段階からの協議 

・行政との情報共有が十分すすむと、事業がす

すめやすい 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

 
 ◆テーマ別核団体・上位団体◆ 

●全国組織があるので、ノウハウの提供を受け

やすそうだ 

・資金があれば、活動の幅と深度が進む   

◆自己資金◆ 

・あるお金ですれば… 

  

◆事業収益◆ 

・収益事業をうまく運営できれば、活動財源が

余裕を持って回せるのに。 

 

・資金を確保する為には法人化して事業をはじ

める 

・自分たちでかせげたらいいのになぁ 

 

 

 

 
◆助成金の活用◆ 

・法人化したら助成金制度を活用する 

 

 

 
◆基金の設置◆ 

●基金の設置 

●NPO・市民活動に対しての行政資金 

・縦割りでない資金の必要性 

・中間支援組織が行政資金などをまとめてくれ

たらいいのに 

 

◆基金の設置◆ 

●ファンド（基金）があれば（急務） 

・行政に、ＮＰＯ支援資金（ファンド）を作る 

・ＮＰＯ支援用、倉敷市債の発行（非課税） 

・市民債は、共感、資金が集まるか？ 

→設立のプロジェクトを！ 

・審議会などで、学識者からファンド提案する

ことができる（専門分野と関連させて） 

・お金を出した市民が関心を高め、評価、検証

をしたくなる 

資
金 

 
◆その他◆ 

・人材育成に使えたら、より活動がうまくいく

のに 

・行政資産の移転（アセット） 

◆その他◆ 

●寄付の特典(寄付控除など)があること 

●市役所が、 

①アイデア・コンテストを実施、 

②市長賞を与える 

・衛生、環境、自然への対応にＶ・ＮＰＯを活

用（生活者立場）する受け皿組織 

物
資
・
設
備 

・共有できるサービス・物品機能を中間支援す

れば、かかる経費が節約でき、つながり（支

え）合うことも出来る 

・必要な備品・所望品を安く購入・手配できれ

ば…経費節減で計画したことが充分実現でき

るのに 

・会議室 

・活動場所 
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事
業
開
発 

  ●自治体の計画を積極的に利用する 

・景観計画を積極的に利用できれば、よい景観

が保たれる 

 

社
会 

◆社会からの認知◆ 

・社会の理解度が上がると仲間も増える 

・社会的な認知度が上がれば、活動の幅が広が

る 

 

  


